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合計 44 本（2013 年 3 月現在）確認されており，杭列が出土した流路や 14C 年代測定の結果から，こ
れらが縄文時代後期前葉から中葉のものであることがわかっている［下宅部遺跡調査団編，2006；工
藤，2006；千葉，2009］。これらのウルシ材は直径が細いものが多く，10 cm 以下が大半である。ま
た，下宅部遺跡から出土したウルシは樹齢が若い木が多く，出土したウルシ材 103 点中 3 分の 2 以












　神長氏が 3 年前に伐採した後の木の切り株からは，育ちの良い萌芽枝が複数本出ている（写真 2）。
今回実験の対象としたのはそのうちの 1 本であり，これをウルシ①とした（写真 3）。ウルシ①の樹
齢は 3 年であり，幹のサイズは以下の通りである。
　・地表から 50 cm：周囲長 19 cm，直径 6.0 cm
　・地表から 100 cm：周囲長 18 cm，直径 4.9 cm
　・地表から 150 cm：周囲長 14 cm，直径 4.0 cm




　また，ウルシ①は地表から 120 cm で 3 本の枝が出ており，これらの 3 本の枝のうち最も太い 枝






　根元：周囲長 15.0 cm，直径 4.5 cm
　根元から 50 cm：周囲長 13 cm，直径 4.0 cm
　根元から 100 cm：周囲長 10 cm，直径 2.5 cm






　実験のために複数の石器を用意し，それぞれ A から E までの番号を付けた（図 1）。いずれも黒

























　石器で幹に 15 cm 間隔の傷を付け，樹液の出方などを観察した（図 2，No. 1〜13）。また，3 本の
枝についても傷をつけて樹液の出方を観察した。最も太い枝（1）は，根元から 5 cm で周囲長 8 cm，
直径 2.8 cm であった。分枝部から 15 cm 間隔で a〜e の番号をつけた。次に太い枝（2）は根元から
5 cm で周囲長 7 cm，直径 2.3 cm の太さで，約 10 cm 間隔で f〜m，5 cm をおいて n の番号を付け
た。また，最も細い枝（3）は 5 cm 間隔で o〜v の番号を付けて実験をおこなった（表 1）。
　・ウルシ②
　枝の根元から 15 cm 間隔で No. 1〜No. 13 の番号をつけ，同様に枝を一周する傷を付けた（表 2）。
































番号 地表から 使用石器 実験者 備考
No. 1 15 cm A 本間
No. 2 30 cm A 本間
No. 3 45 cm A 本間
No. 3–4 53 cm A 千葉 時間をおいてから，No. 3と4の間で採取
No. 4 60 cm A 本間
No. 5 75 cm D 本間
No. 6 90 cm A 千葉
No. 7 105 cm E 千葉 石器鈍角のためあまり掻けず
No. 8 120 cm − − 分枝部のため掻けず
No. 9 135 cm B 工藤
No. 10 150 cm A 工藤
No. 11 165 cm A 本間
No. 12 180 cm A 本間
No. 13 195 cm A 本間
ウルシ①　枝（1）（一番太いもの）
番号 分枝部から 使用石器 実験者 備考
a 15 cm A 千葉
b 30 cm A 千葉
c 45 cm D 千葉
d 45 cm D 千葉
e 60 cm D 千葉
ウルシ①　枝（2）（二番目に太いもの）
番号 分枝部から 使用石器 実験者 備考
f 10 cm A 千葉
g 20 cm A 千葉
h 30 cm A 千葉
i 40 cm A 千葉
j 50 cm A 千葉
k 60 cm A 千葉
l 70 cm A 千葉
m 80 cm A 千葉
n 85 cm D 千葉 5 cm 間隔
ウルシ①　枝（3）（一番細いもの）
番号 分枝部から 使用石器 実験者 備考
o 5 cm D 千葉
p 10 cm D 千葉
q 15 cm D 千葉
r 20 cm D 千葉
s 25 cm D 千葉
t 30 cm D 千葉
u 35 cm D 千葉















































シを生かしつつ樹液を採取する方法ではない。おそらく 1 本のウルシの木から 1 回で可能な限り多
くの樹液を回収したと思われるため，今回実験したような細い枝からも採取したであろう。
4）下宅部遺跡のウルシ杭の傷の間隔はなぜ広いのか？
　下宅部遺跡から出土したウルシの杭をよく観察してみると，おおよそ 12〜19 cm の間隔で水平な
傷が 1〜4 本付いている［能城・佐々木，2006；千葉，2006，2009］。傷 1 条が 30 本・傷 2 条が 9 本・
傷 3 条が 4 本・傷 4 条が 1 本であり，傷と傷の間隔を計測できたのは 14 本 20 例である。最小間隔
7.5 cm，最大間隔 19.5 cm，平均 14.1 cm となる。ウルシ以外の樹種には同様の傷はないことから，





　ウルシ①の幹に 15 cm 間隔で No. 1〜No. 14 の傷をつけて樹液を回収した後，時間をおいて午後に
なってから，最も樹液がよく出た No. 4 と No. 5 の間に新たに傷を付けてみたが（No. 4–5，地表から
約 58 cm の位置），ほとんど樹液は染み出てこなかった。このことは，傷 No. 4 と No. 5 によって，そ
の間の樹液はすべて採取されていたことを示している。次にウルシ①の枝（1）に 15 cm 間隔で傷
表 2　ウルシ②の傷の部位と使用石器
ウルシ②　幹
番号 分枝部から 使用石器 実験者 備考
No. 1 15 cm A 千葉
No. 2 30 cm A 千葉
No. 3 45 cm A 千葉
No. 4 60 cm A 千葉 枝分かれ。No. 4以下樹液の出が悪い
No. 5 75 cm A 千葉
No. 6 90 cm A 千葉
No. 7 105 cm A 千葉
No. 8 120 cm A 千葉
No. 9 135 cm A 千葉
No. 10 150 cm A 千葉
No. 11 165 cm A 千葉
No. 12 180 cm A 千葉
No. 13 195 cm A 千葉
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の悪い箇所は間隔を狭くすることがあるという。出土資料の間隔の平均は 14.1 cm であるが，例外































（2013 年 7 月 30 日受付，2013 年 9 月 18 日審査終了）
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